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困ったときは「とりあえず・なんでも」ご相談ください。 

社会福祉協議会では、相談窓口を開設しています。 

 

 

 【お問い合わせ・相談先】 
社会福祉法人多賀町社会福祉協議会 多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷内 

電話：0749－48－8127 / 有線：2ー2039 

8 時 30 分～17 時 15 分(土日祝日・年末年始を除く) 

生活困窮者自立支援制度 

 
●収入が不安定で家賃や税金の支払いが難しくなって 

きた。滞納している。 

●お金のやりくりがうまくいかず、家計が困っている。 

●長く働いた経験がなく、仕事に出ることに不安を感じ

ている。 

 

＊もう一人で悩まないで！  

あなたのお悩みをご相談ください＊ 

（相談無料・秘密厳守） 

 

地域福祉権利擁護事業 

●お金の管理に困っている 
●通帳やハンコ、財布を置き忘れる 
●福祉サービスなど生活費がうまく使えない 
●福祉サービスなど申請手続きや契約の方法が難しい 
●いつも探し物をしている 
●不安を口にしている 
 

生活費の相談や通帳やハンコ、証書などの預かり 

 ご近所の高齢の方や、 

離れて暮らしておられる 
親御さんなどにこのような 

ことがありませんか？ 

 

 無料法律相談 

日常生活における悩みの中で、法律的な知識が必

要な問題に対して、弁護士が相談をお受けしま

す。秘密は厳守されますので、安心してご利用く

ださい。 

時 間   午後 1 時 30 分～ 

場 所   多賀町総合福祉保健センター 

     ふれあいの郷 ボランティア室 

相談日  令和 7 年 1 月 28 日(火) 

     令和 7 年 2 月 25 日(火) 

※相談を希望される方は、事前に電話でご予約 

ください。1 日 3 組限定です。(先着順) 

 

心配ごと相談所 

みなさんの暮らしの中の心配ごと、悩みごとな

ど何でもご相談ください。 

※予約はいりません。秘密は厳守されますので 

お気軽にお越しください。 

時  間   午前 9 時～午前 11 時まで 

場  所   多賀町総合福祉保健センター  

           ふれあいの郷 ボランティア室 

相談日  令和 7 年 1 月 16 日(木) 

     令和 7 年 2 月 17 日(月) 

 

★この度、多賀町社会福祉協議会のホームページのリニューアルをおこないました★ 
 

今回のリニューアルでは、より見やすく、使いやすく、親しみやすい 

ホームページとなるようにデザインを刷新しました。 

今後も、よりいっそう内容を充実させ、利便性の向上に努めてまいります。 

よろしくお願いいたします。          コチラの二次元コードからもご確認いただけます▶ 

2025 年 

１月号 

 

フードドライブのご協力、ありがとうございました 
 
匿名の方より、食品の寄付をいただきました。 

ご寄付したいただいた食品は、困っておられる、ご家庭等の必

要とされる方へお届けします。ご協力ありがとうございました。 
 
 

引き続き、総合福祉保健センターふれあいの郷の玄関入口に

フードボックスを設置します。 

皆さまのあたたかいご協力をお待ちしています。 

 

【フードボックスに 

入れていただきたい食品】 
 
◆未開封で賞味期限が１か月 

以上残っているものでお願い 

します。 

●缶詰類、レトルト食品、 

インスタント食品、瓶詰類、 

乾物類、ふりかけ、乾麺など 

●お米も大歓迎です。 

 

 

  

新春のごあいさつ 
多賀町のみなさま、新年あけましておめでとうございます。 

 旧年中は、多賀町社会福祉協議会の様々な事業に格別のご理解とご協力をいただ

き、厚くお礼申し上げます。 

 本会では、「あなたが主役“おたがいさま”の地域づくり」をスローガンに、福祉に関

する様々な事業に取り組んでいますが、その実現に向けてこれからもみなさまとともに

歩んで行ければと思っております。 

コロナ禍が明け、ようやく通常の生活が過ごせるようになってまいりましたが、近年

の物価高や収入が減るなどの影響により今も生活に困窮している方、高齢等により

福祉サービスが必要な方がいらっしゃいます。 

 そういう方々に寄り添い、笑顔で暮らしていただくよう取り組んでいくことが、私たち

多賀町社会福祉協議会の大きな役割だと感じております。 

本年も、社協の役職員一同引き続き、地域の方々や関係団体、町と 

連携を図りながら、地域福祉の向上に更なる努力を続けて参ります 

ので、みなさまの一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。 

結びに本年がみなさま方にとりまして、幸多き年になりますことを 

心からご祈念申し上げ、新年のごあいさつとさせていただきます。 

 
会長 多賀 昌宏 

https://www.taga-shakyo.or.jp/


 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 6 年度 愛知犬上地区身体障害者ふれあい交流会を開催 

11 月 7 日（木）、豊郷町隣保館にて愛知犬上地区身体障害者ふれあい交流会が開催されました。 

多賀町から身体障害者福祉協会の会員とそのご家族が参加されました。 

 交流会では、ボッチャ大会をおこないました。楽しく真剣にプレーされ、白熱した戦いが繰り広げられました。 

その他にも、ビンゴゲームをおこない、皆さん楽しまれていました。午後からは、彦根市警察署職員による特殊詐

欺などの防犯講座や交通安全についての講義を聴き、防犯意識を高めることができました。 

令和 6 年度 身体障害者更生会親睦研修会を開催 

ブルーメの丘 

車いすバスケットボール体験学習を実施 

ブルーメの丘 

「障害者週間」とは、障害者の福祉についての関心と理解を深めるために設定されています。 

期間は、毎年 12 月 3 日から 12 月 9 日の 1 週間です。障害の有無によって分け隔てられること 

なく相互に尊重し合える「共生社会の実現」に向けて、皆さんで考えていきましょう。 

障害者週間について (12/3～12/9) 

 11 月 26 日（火）、身体障害者更生会の親睦会が開催されました。今回は、滋賀農業公園ブルーメの丘へ行きま

した。自然のなかで動物とふれあうなど、皆さん思い思い園内を回られ、楽しまれていました。お昼は、バーベキ

ューをおこない、日ごろの思いを交流するいい機会となりました。 

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
学
習
の
様
子 

▼車いすから自動車に移乗する様子を見学 
「車いす利用者が使いやすい駐車場ってどういうものなのか？」 

「アクセル・ブレーキはどうやって使っているのか？」など、 

実際に見て学ぶことができました。 

 

    
 

●ダイバーシティ(Diversity) 

   多様性・・・人種・性別・障害の有無・宗教・価値観・職歴 

など様々な属性 
  

●インクルージョン(inclusion) 

   包括＝包み込む、受容性 
 

●エクイティ(Equity) 

   公平(公正)、すべてのものを同じように扱うこと 

 

＊ダイバーシティ＆インクルージョン 

あらゆる違いを互いに受け入れ、多様な特性を活かし、 

すべての人が活躍できる社会の実現を目指す考え方。 

11 月 19 日（火）に多賀小学校、11 月 25 日（月）に大滝小学校で車いすバスケット

ボール体験学習を実施しました。講師には、滋賀県の車いすバスケットボールチーム

『LAKE SHIGA』に所属されている小島慎弥さん、東武志さん、八橋龍二さんをお迎え

し、講話と体験学習をおこなっていただきました。 

講話では、障害者福祉に関する学習や、車いすバスケットボールのルール説明などを

お話していただきました。講話終了後には、講師に質問する児童の姿が見られ、関心を

もって学ばれていました。 

その後、実際に競技用の車いすに乗って操作方法などを確認し、ゲームを体験しても

らいました。車いすに乗ることで普段より目線が下がった状態でシュート打ったり、パ

スをだしたりすることに苦戦されながらも、皆さん楽しんで参加されていました。 

今回の体験学習を通して、障害者福祉への理解が深まったのではないでしょうか。ぜ

ひ、児童の皆さんには、学んだことを生活の中で実践したり、周りの人に伝えたりして

ほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害ボランティアセンター運営訓練を実施 

令和 6 年 10 月 20 日（日）滋賀県防災訓練の一環で実施された、多賀町防災訓練（大滝小学校）に参加

しました。滋賀県社協・住民有志の方・行政職員のみなさまに協力いただき、災害ボランティアセンターの

一連のながれを確認する運営訓練をおこないました。 

▲依頼者からニーズを聞き取るようす 

 

▲多賀町災害ボランティアセンター本部 

 

▲ボランティア受付のようす 

 

 

▲現地調査のようす 

 

▲現地ボランティア作業中のようす 

 

 

ふれあい食堂・クリスマス会を開催 

ブルーメの丘 
12 月 21 日（土）に、多賀町総合福祉センターふれあいの郷のいきいきホールにて、今年 2 回目のふれあ

い食堂を開催しました。ふれあい食堂は、多賀町にお住まいで障害者手帳をお持ちの方と、そのご家族の皆さ

まが少しでもホッと一息つける場所になるようにと企画しています。 

今回は、季節に合わせてクリスマス会をおこないました。 

 ★多賀小学校(第５学年)より近江米のご寄付                

多賀小学校、第５学年の生徒さんが収穫した近江米を多賀町社協に寄付してい

ただきました。 

さっそく、今回のクリスマス会でふるまったカレーライスに使用させていただ

きました。他にも、地域の活動で活用させていただく予定です。 

あたたかいご寄付をありがとうございました。 

 ＊JA 東びわこ農業協同組合女性部さまよりご寄付                       
●お米  

●タオル 

●寄付金 ２，０００円 

 

あたたかいご寄付をありがとうございました 

 ＊多賀町商工会女性部さまよりご寄付                        

  ●寄付金 １０，０００円 

＊愛荘町で活動されている 
青木宏樹さまよりご寄付                        
●寄付金  

１０，０００円 

 

 

お寄せいただいた寄付金・寄付物品は、 

地域福祉のため大切に使わせて 

いただきます。 

ありがとうございました。 

 

 今回のふれあい食堂も、地域のボランティアの皆さまに、ご協力いただき開催することができました。 

ありがとうございました。 

今後も、ご家族や参加者同士が親交を深められるような楽しい企画を考えていきたいと思います。 

次回もぜひ、ご参加ください。 

        クリスマスリースづくり 

         カレーライスを食べよう 

★マジックショー★

   ビンゴ大会 

ビンゴゲームで勝ち抜かれた方から順に、サンタさんか

らのプレゼントをお選びいただきました♪ 

カレーは、大人の料理教室

の講師・大谷重温さんに作っ

ていただきました。具材には、

住民の方からご寄付いただい

た多賀人参を使用しました。

甘くて美味しい人参をありが

とうございました。 

◀ 参 加 型 の

マジックもあ

り大変盛り上

がりました♪ 

＊匿名希望の住民さん
からのご寄付                       
●寄付金  

  ８８，８７８円 

 

当日は、 

20名の方に参加して 

いただきました 


